
卒業生の就職先調査

2023年調査



調査の方法等

•調査期間：2023年7月～2023年10月

•調査対象と方法

2022年度卒業生が就職した企業、事業所等への聞き取り

•調査内容

①職場において必要とされる能力、技術、資質等

②短期大学卒業時に身につけておいて欲しい能力

③採用の際に重視すること



職場において必要な能力、技術、資質等
・問題解決能力
・創造的思考力
・情報収集能力
・人間関係構築力
・業務遂行力
・接遇マナー力
・明るい笑顔、コミュニケーション能力
・自ら進んで積極的に業務を行う
・協調性とチームワーク
・若干の英会話スキル
・やさしさ
・状況を読み取る力
 

調査結果 人間生活学科 生活クリエイション専攻
職種：ファッション販売・ホール・キッチン・観光業界・医療事務

採用時重視すること
・表現力
・当社への志望動機
・入社後、どんな仕事をしたいか
・明るい笑顔
・コミュニケーション能力
・成長意欲
・コミュニケーションのとり方
・傾聴力（ニーズのヒアリング）
・成長意欲
・人柄
・将来のビジョンがある

短大教育に望むこと
• 「社会・人の役に立ちたい」と思う心を持って積極的にボランティア活動ができる環境
• 礼儀、言葉遣いなど基本的なことではあるが、社会人として最低限必要なマナー
• 就業する心構えを身に着けていただきたいです。（コミュニケーション力など）
• 提出期限の厳守。
• 自分から挨拶が出来ることも身につけて欲しいです。
• 4大生と比較すると、取り組む姿勢は消極的ではないものの、行動が少し遅いことが多いようです。



職場において必要な能力、技術、資質等

・素直に受け止められる受容性

・向上心

・人が好きであること

・こども、保護者、職員などとコミュニケーションを
とる力

・素でこどもと一緒に遊べる力

採用時重視すること

・人生における仕事の位置づけ

・技能

・挨拶ができること

・社会人として基本的なスキル コミュニケーショ
ンや報連相

・明るさ、元気さ、健康さ

・自分を出して話すことができるかどうか

短大教育に望むこと
・保育士は専門職なので、しっかりとその意識をもってスタートしてほしい。
・得意とする技能を一つ持っておいてほしい。それを足掛かりに成長できる。
・卒業後に職場で補いきれないところに対する精神的フォローアップ
・コミュニケーションの取り方
・スマホやPCなどデジタル越しではなく、対面で向き合う経験
・しっかりと応答すること
・社会と触れ合うこと 実習経験など
・語彙力 ・専門用語

調査結果 人間生活学科 こども発達専攻
職種：保育士・幼稚園教諭



職場において必要な能力、技術、資質等
・ひとりではできない業務なので回りとのコミュニ
ケーション力が必要
・素直なこと
・コミュニケーション力（スムーズに会話すること
ができるか）
・協調性
・積極性
・状況を見て正確に行動する力
・社交性、マナーが必要である

調査結果 ヘルスケア栄養学科 職種：栄養士（企業）

短大教育に臨むこと

• できることから柔軟に対応する力をつけてほしい。

• 知識や技術は、会社に入ってからも学ぶことができるが、包丁や調理器具の扱いに慣れておいて欲しい。

• 協調性

• 積極性

• 衛生管理の基礎知識を学ぶ

• コミュニケーション能力、挨拶を元気に自分からできること

• 積極性を身につけておいてほしい。

採用時重視すること
• 人物、社会人としての自覚があるかどうか。
• 会社の考え方の理解
• 給食業務で働きたいという意欲。
• 自分が努力してきたことを自分の言葉で話せること。
• 料理が好きなこと。
• コミュニケーションをしっかりとることができるか
（表情、身だしなみ、話し方 など）

• 協調性、積極性はあるか
• 就職後に会社で何をしたいのかをしっかり考えてきて
いるかどうか、自分の考えをしっかり話せること
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